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1．はじめに
今日，保育ニーズが多様化する一方で，保育中の安全
管理への関心が高まっている．保育中の突然死や窒息死，
溺死による死亡事故が毎年のように報告され，安全への
備えがより一層求められるようになってきた 1）．重大事
故には，原因や背景となる要因が存在するはずであるが，
事故の教訓が必ずしも十分に活かされていない現状があ
る．
災害には，地震・集中豪雨など予期できないものや防
ぐことが困難な事例がある一方，前もって危険の予測が
可能なものや，事故後の対応を的確に行えば，被害を最
小限に抑えることが可能なものがある．すなわち，事故
の実態を客観的な資料（エビデンス）に基づいて把握し，
分析・検討することによって，実効性のある予防対策を
講じることができる．保育現場においては，重大事故の
特徴について園内外の研修で積極的に取り上げて，情報
共有を図ることによって，保育者の安全意識の向上を図
ることが重要である．
近年，子ども・子育て新制度の議論の中で，教育・保
育施設における重大事故の防止策が検討され，事故報告
制度の確立と事故防止及び事故発生時の対応のためのガ
イドライン（以下，「ガイドライン」という）の作成，
事故後の検証までの一貫したシステムの構築が図られて
きた 2）．要因分析を含めた事故の状況が，「特定保育・
教育施設等における事故情報データベース」として，平
成 27 年 6 月より内閣府ホームページで公表されている．
我が国における事故の状況を収集する取り組みは，独
立行政法人日本スポーツ振興センターが，災害共済給付
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
2018 年 12 月 4 日受付／ 2019 年 1 月 24 日受理
＊ 1 Shinichi HATTORI
   関西福祉大学 教育学部
＊ 2 Tadashi ADACHI
 兵庫教育大学
資　料
近年の幼稚園・保育所における重大事故の特徴
Characteristics of recent serious accidents in kindergarten and nursery center
服部　伸一＊1，足立　　正＊2
要約：本研究では，「学校安全 Web」において公開されたデータベースを用いて，幼稚園・保育所におけ
る平成 17 ～ 27 年度までの 11 年間の重大事故の実態を把握し，事故発生に関する特徴を整理した．主な結
果を以下に示す．
1）死亡事故 58 件について，全体では，「突然死」58.6％，「窒息死（溺死以外）」19.0％，「溺死」10.3％の順となっ
ていた．年齢区分別では，0 ～ 2 歳で「突然死」が 77.1％，「窒息死」20.0％が多く，3 歳以上では，「突然死」
30.4％，「溺死」26.1％の順であった．
2）死亡事故の発生時の状況について，全体では，「睡眠中」48.3％，「遊び中（プール含む）」22.4％，「降園登園」
13.8％の順であった．年齢区分別では，0 ～ 2 歳では，「睡眠中」71.4％，「食事中」11.4％が多く，3 歳以上
では，「遊び中（プール含む）」43.5％，「降園登園」26.1％の順であった．
3）障害事故 256 件について，年齢別では，4 歳 68 件（26.6％），5 歳 65 件（25.4％），3 歳 43 件（16.8％）
の順で多く，3 歳以上で全体の 80.1％を占めていた．
4）障害事故の種別について，全体では，「外貌・露出部分の醜状障害」68.0％，「視力・眼球運動障害」9.4％，
「手指切断・機能障害」7.8％の順であった．年齢別にみると，0 ～ 2 歳では，「外貌・露出部分の醜状障害」
78.4％，「手指切断・機能障害」11.8％，3 歳以上では，「外貌・露出部分の醜状障害」65.4％，「視力・眼球
運動障害」11.2％という結果であった．
5）障害事故の負傷部位については，全体として，「顔部（頬・額・鼻）」が 61.7％，「手指・足指」9.4％，「目」
8.2％の順であり，年齢区分別にみてもほぼ同様の傾向であった．
　保育者が子どもの重大事故の特徴を理解し，安全管理上の具体的な視点を持つために，データベースの
活用は一つの有効な手段であると考えられた．
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制度に基づく給付金の対象者の事故事例を集積し，「学
校の管理下の災害」という年次報告書を発行している．
平成 17 年度分（平成 16 年度データ）からは「学校安全
Web」において「学校事故事例検索データベース」（以下，
「データベース」という）として公開され，インターネッ
トを用いて誰でも容易に閲覧できるようになった．
データベースを用いた研究について，小澤 3）は平成
17 ～ 23 年までの 7 年間のデータに基づく死亡事故の分
析を行い，中道 4）は平成 22 ～ 26 年の 5 年間のデータ
を使用し，負傷・疾病・障害の事例を分析している．ま
た，小栁 5）は，平成 21 年度からデータベースの単年度
ごとの死亡・障害事故の事例を分析するとともに，事故
防止の留意点を検討している．しかし，幼稚園・保育所
を対象にして，10 年という単位で死亡・障害などの重
大事故の傾向を分析した報告はみられない．
そこで，本研究では，本データベースを用いて，幼稚
園・保育所における平成 17 ～ 27 年度までの 11 年間の
重大事故の実態を調査し，事故発生に関する特徴を整理
することを目的とした．
2．用語の定義
災害共済給付制度において，「死亡」とは，学校の管
理下において発生した事件に起因する死亡及び疾病に直
接起因する死亡を指す．死亡見舞金は2,800万円である．
また，「障害」とは，学校の管理下で発生した負傷及び
疾病が治った後に残った障害で，その程度により 1 級か
ら 14 級に区分されるものを指す．障害見舞金は 82 万円
～ 3,770 万円である．
また，本研究において，「重大事故」とは，災害共済
給付制度に基づく給付金の対象者のうち，「死亡」（供花
料を除く）及び「障害」による災害給付を受けた事故の
ことを指して用いることとする．
3．方法
1 ）分析対象
分析対象として，データベースに収録された平成 17
～ 27 年度までの 11 年間の資料を用いた 6）．本研究の資
料収集を行った時点（平成 29 年 10 月）においては，デー
タベースに幼保連携型認定こども園の情報は含まれてい
なかったため，幼稚園・保育所に分析対象を限定した．
平成 27 年 4 月に，独立行政法人日本スポーツ振興セン
ター法が改正され，幼保連携型認定こども園が単一の学
校種となった．これまで幼稚園・保育所の学校種として
加入していた園の一部が，幼保連携型認定こども園とし
て加入している．
事故の内訳は，死亡事故 58 件，障害事故 256 件であっ
た．幼保の内訳は，死亡事故では，幼稚園 10 件，保育
所 48 件であった．障害事故では，幼稚園 86 件，保育
所 170 件であった．性別については，死亡事故では，男
子 35 件，女子 23 件，障害事故では，男子 124 件，女子
132 件であった．
2 ）分析方法
本研究では，幼稚園・保育所という学校種ではなく，
発達的な観点から近年の重大事故の実態を概観したい
と考え，小栁 7）の論考を参考に「0 ～ 2 歳」「3 歳以上」
に区分して，項目ごとに分析を試みた．
3 ）調査内容と集計
①死亡事故
年次推移，死亡事故数，発生時の状況，事故の種別，
発生場所，発生場所の詳細について，全体もしくは年齢
区分別に集計した．また，死亡事故 58 件の発生状況の
詳細について，年次別に一覧にまとめた．
②障害事故
年次推移，障害事故数，事故の種別，負傷部位，発生
場所，発生場所の詳細について，全体もしくは年齢区分
別に集計した．また，子どもの活動別にみた障害事故の
分類と障害をもたらした近接的な原因について，中道 4）
の分類を参考にコーディングを行い，同様の方法で集計
した．
4．結果
1 ）死亡事故
表 1に，死亡事故数の年次推移と発生率について示
した．死亡事故数は，平成 20 年が 12 件と最も多く，毎
年 2 ～ 6 件程度発生していた．発生率は，10 万人あた
り 0.07 ～ 0.37 を推移していた．
表2に，年齢別の死亡事故数を示した．全58件のうち，
多い方から順に 1 歳 19 件（32.8％），4 歳 9 件（15.5％），
0 歳及び 2 歳 8 件（13.8％）となり，0 ～ 2 歳で全体の
60.4％を占めていた．
表 3に，性別・年齢区分別の死亡事故数を示した．
全体では，男子 35 件（60.3％），女子 23 件（39.7％）と
なり，0 ～ 2 歳では，男子 20 件（57.1％），女子 15 件
（42.9％），3 歳以上では，男子 15 件（65.2％），女子 8
件（34.8％）となり，男子の方が多くなる傾向がみられた．
表 4に，死亡事故の発生時の状況について示した．
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全体では，「睡眠中」28 件（48.3％），「遊び中（プール
含む）」13 件（22.4％），「降園登園」8 件（13.8％）の
順であった．年齢区分別にみてみると，0～ 2歳では，「睡
眠中」25 件（71.4％），「食事中」4 件（11.4％）が多く，
3 歳以上では，「遊び中（プール含む）」10 件（43.5％），
「降園登園」6 件（26.1％）の順であった．
表5に，死亡事故の種別について示した．全体では，「突
然死」34 件（58.6％），「窒息死（溺死以外）」11 件（19.0％），
「溺死」6件（10.3％）の順となっていた．年齢区分別では，
0 ～ 2 歳で「突然死」が 27 件（77.1％），「窒息死」7 件
（20.0％）が多く，3歳以上では，「突然死」が7件（30.4％），
「溺死」6 件（26.1％）が多くなっていた．
表 6に，死亡事故の発生場所について示した．全体
では，「学校内・園舎内」43 件（74.1％），「学校外（園外）」
11 件（19.0％）の順であった．年齢区分別にみると，0
～ 2 歳では，「学校内・園舎内」34 件（97.1％），3 歳以
上では，「学校外（園外）」が 11 件（47.8％）と最も多
くなっていた．
表 7に，発生場所の詳細について示した．全体及び 0
～ 2 歳で「教室・保育室」が多く，3 歳以上では「教室・
保育室」に次いで，「河川」が多くなっていた．
別表に，死亡事故の発生状況の詳細について示した．
睡眠中の事故 28 件，食事中の事故 5 件，川やプールで
の溺死 6 件，固定遊具での首のひっかかり事故が 2 件と
表1　死亡事故数の年次推移と発生率
年度 件数（Ａ） 幼稚園加入者数 保育所加入者数 合計（Ｂ） 発生率（Ａ / Ｂ）
平成 17 3 1,426,624 1,844,402 3,271,026 0.09 
平成 18 5 1,416,085 1,843,113 3,259,198 0.15 
平成 19 5 1,323,846 1,846,447 3,170,293 0.16 
平成 20 12 1,362,764 1,841,219 3,203,983 0.37 
平成 21 7 1,323,846 1,846,447 3,170,293 0.22 
平成 22 5 1,302,185 1,862,120 3,164,305 0.16 
平成 23 5 1,291,416 1,883,130 3,174,546 0.16 
平成 24 6 1,296,169 1,916,460 3,212,629 0.19 
平成 25 4 1,277,534 1,937,452 3,214,986 0.12 
平成 26 4 1,257,678 1,969,846 3,227,524 0.12 
平成 27 2 1,123,617 1,880,286 3,003,903 0.07 
注）発生率：10 万人あたりの発生率を示した。
表2　年齢別の死亡事故数
年齢 件数 ％
0 歳 8 13.8 
1 歳 19 32.8 
2 歳 8 13.8 
3 歳 5 8.6 
4 歳 9 15.5 
5 歳 6 10.3 
6 歳 3 5.2 
全体 58 100.0 
表3　性別・年齢区分別の死亡事故数
項目
全体（n=58） 0 ～ 2 歳（n=35） 3 歳以上（n=23）
件数 ％ 件数 ％ 件数 ％
男子 35 60.3 20 57.1 15 65.2 
女子 23 39.7 15 42.9 8 34.8 
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表4　死亡事故の発生時の状況
種別
全体（n=58） 0 ～ 2 歳（n=35） 3 歳以上（n=23）
件数 ％ 件数 ％ 件数 ％
睡眠中 28 48.3 25 71.4 3 13.0 
食事中（おやつ含む） 5 8.6 4 11.4 1 4.3 
遊び中（プール含む） 13 22.4 3 8.6 10 43.5 
降園登園 8 13.8 2 5.7 6 26.1 
保育参観 2 3.4 0 0.0 2 8.7 
その他・不明 2 3.4 1 2.9 1 4.3 
表５　死亡事故の種別
種別
全体（n=58） ０～２歳（n=35） ３歳以上（n=23）
件数 ％ 件数 ％ 件数 ％
突然死 34 58.6 27 77.1 7 30.4 
窒息死（溺死以外） 11 19.0 7 20.0 4 17.4 
溺死 6 10.3 0 0.0 6 26.1 
頭部外傷 3 5.2 1 2.9 2 8.7 
内臓損傷 2 3.4 0 0.0 2 8.7 
熱中症 1 1.7 0 0.0 1 4.3 
その他 1 1.7 0 0.0 1 4.3 
注）突然死は，心臓系突然死，大血管系突然死，中枢神経系突然死の合計である。
表６　死亡事故の発生場所
種別
全体（n=58） 0 ～ 2 歳（n=35） 3 歳以上（n=23）
件数 ％ 件数 ％ 件数 ％
学校内・園舎内 43 74.1 34 97.1 9 39.1 
学校内・園舎外 4 6.9 1 2.9 3 13.0 
学校外（園外） 11 19.0 0 0.0 11 47.8 
表７　死亡事故の発生場所の詳細
種別
全体（n=58） 0 ～ 2 歳（n=35） 3 歳以上（n=23）
件数 ％ 件数 ％ 件数 ％
運動場・校庭（園庭） 4 6.9 1 2.9 3 13.0 
道路 4 6.9 0 0.0 4 17.4 
河川 5 8.6 0 0.0 5 21.7 
プール 2 3.4 0 0.0 2 8.7 
屋上 2 3.4 0 0.0 2 8.7 
廊下 1 1.7 0 0.0 1 4.3 
講堂 1 1.7 1 2.9 0 0.0 
教室・保育室 38 65.5 33 94.3 5 21.7 
その他 1 1.7 0 0.0 1 4.3 
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なっていた．
2 ）障害事故
表 8に，障害事故数の年次推移と 10 万人あたり発生
率について示した．障害事故数は，平成 22 年が 40 件と
最も多く，毎年約 10 ～ 30 件程度発生していた．発生率
は，10 万人あたり 0.28 ～ 1.26 を推移していた．
表 9に，年齢別の障害事故数について示した．全 256
件のうち，4 歳 68 件（26.6％），5 歳 65 件（25.4％），3
歳 43 件（16.8％）の順で多く，3 歳以上で全体の 80.1％
を占めていた．
表 10に，性別・年齢区分別の障害事故数を示した．
全体では，男子 124 件（48.4％），女子 132 件（51.6％）
となり，0 ～ 2 歳では，男子 26 件（51.0％），女子 25
件（49.0％），3 歳以上では，男子 98 件（47.8％），女子
107 件（52.2％）となっていた．
表 11に，障害事故の種別について示した．全体では，
「外貌・露出部分の醜状障害」174 件（68.0％），「視力・
眼球運動障害」24 件（9.4％），「手指切断・機能障害」
20 件（7.8％）の順であった．年齢別にみると，0 ～ 2
歳では，「外貌・露出部分の醜状障害」40 件（78.4％），「手
指切断・機能障害」6 件（11.8％），3 歳以上では，「外貌・
露出部分の醜状障害」134 件（65.4％），「視力・眼球運
動障害」23 件（11.2％）という結果であった．
表 12に，障害事故の負傷部位について示した．全体
としては「顔部（頬・額・鼻）」が 158 件（61.7％），「手
指・足指」24 件（9.4％），「目」21 件（8.2％）の順であ
り，年齢区分別にみてもほぼ同様の傾向であった．
表 13に，障害事故の発生場所について示した．全体
では，「学校内・校舎内（園内・園舎内）」151 件（59.0％），
「学校内・校舎外（園外・園舎外）」85 件（33.2％），「学
校外（園外）」20 件（7.8％）の順であった．年齢区分
別にみると，0 ～ 2 歳では，「学校内・校舎内（園内・
園舎内）」が最も多く，3 歳以上は，0 ～ 2 歳に比較し
て「学校内・校舎外（園外・園舎外）」が多くなっていた．
表 14に，障害事故の発生場所の詳細について示した．
全体では，「教室・保育室」95 件（37.1％），「運動場・
校庭（園庭）」81 件（31.6％）であり，年齢区分別では，
0 ～ 2 歳は「教室・保育室」30 件（58.8％）が最も多く，
3 歳以上では，「運動場・校庭（園庭）」75 件（36.6％），
次いで「教室・保育室」65 件（31.7％），「廊下」15 件（7.3％）
の順で多くなっていた．
表 15に，子どもの活動別にみた障害事故の分類に
ついて示した．全体では，「粗大運動を伴う遊び」81 件
（31.6％），「他人トラブル」52 件（20.3％），「移動中」
45 件（17.6％）が多く，年齢区分別では，0 ～ 2 歳は「他
人トラブル」16 件（31.4％），「粗大運動を伴わない遊び」
11 件（21.6％），3 歳以上では，「粗大運動を伴う遊び」
76 件（37.1％），「移動中」37 件（18.0％），「他人トラブ
ル」36 件（17.6％）の順で多くなっていた．
表 16に，障害をもたらした近接的な原因について示
した．全体では，「設置物との衝突」51 件（19.9％），「転倒」
50 件（19.5％），「他者からの攻撃」47 件（18.4％）が多
く，年齢区分別では，0 ～ 2 歳は「他者からの攻撃」13
件（25.5％），「転倒」12 件（23.5％），「設置物との衝突」
7 件（13.7％），3 歳以上では，「設置物との衝突」44 件
（21.5％），「転倒」38 件（18.5％），「他者からの攻撃」
34 件（16.6％）の順で多くなっていた．
表８　障害事故数の年次推移
年度 件数（Ａ） 幼稚園加入者数 保育所加入者数 合計（Ｂ） 発生率（Ａ / Ｂ）
平成 17 23 1,426,624 1,844,402 3,271,026 0.70 
平成 18 34 1,416,085 1,843,113 3,259,198 1.04 
平成 19 27 1,323,846 1,846,447 3,170,293 0.85 
平成 20 27 1,362,764 1,841,219 3,203,983 0.84 
平成 21 24 1,323,846 1,846,447 3,170,293 0.76 
平成 22 40 1,302,185 1,862,120 3,164,305 1.26 
平成 23 9 1,291,416 1,883,130 3,174,546 0.28 
平成 24 14 1,296,169 1,916,460 3,212,629 0.44 
平成 25 19 1,277,534 1,937,452 3,214,986 0.59 
平成 26 22 1,257,678 1,969,846 3,227,524 0.68 
平成 27 17 1,123,617 1,880,286 3,003,903 0.57 
注）発生率：10 万人あたりの発生率を示した。
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表９　年齢別の障害事故数
年齢 件数 ％
０歳 2 0.8 
１歳 27 10.5 
２歳 22 8.6 
３歳 43 16.8 
４歳 68 26.6 
５歳 65 25.4 
６歳 29 11.3 
全体 256 100.0 
表10　性別・年齢区分別の障害事故数
項目
全体（n=256） 0 ～ 2 歳（n=51） 3 歳以上（n=205）
件数 ％ 件数 ％ 件数 ％
男子 124 48.4 26 51.0 98 47.8 
女子 132 51.6 25 49.0 107 52.2 
表11　障害事故の種別
種別
全体（n=256） 0 ～ 2 歳（n=51） 3 歳以上（n=205）
件数 ％ 件数 ％ 件数 ％
歯牙障害 1 0.4 0 0.0 1 0.5 
視力・眼球運動障害 24 9.4 1 2.0 23 11.2 
手指切断・機能障害 20 7.8 6 11.8 14 6.8 
上肢切断・機能障害 9 3.5 1 2.0 8 3.9 
足指切断・機能障害 2 0.8 0 0.0 2 1.0 
下肢切断・機能障害 2 0.8 0 0.0 2 1.0 
精神・神経障害 12 4.7 3 5.9 9 4.4 
胸腹部臓器障害 5 2.0 0 0.0 5 2.4 
外貌・露出部分の醜状障害 174 68.0 40 78.4 134 65.4 
聴力障害 5 2.0 0 0.0 5 2.4 
せき柱障害 1 0.4 0 0.0 1 0.5 
そしゃく機能障害 1 0.4 0 0.0 1 0.5 
表12　障害事故の負傷部位
種別
全体（n=256） 0 ～ 2 歳（n=51） 3 歳以上（n=205）
件数 ％ 件数 ％ 件数 ％
顔部（頬・額・鼻） 158 61.7 32 62.7 126 61.5 
歯・唇 4 1.6 1 2.0 3 1.5 
目 21 8.2 6 11.8 15 7.3 
耳 2 0.8 0 0.0 2 1.0 
首 1 0.4 0 0.0 2 1.0 
手指・足指 24 9.4 4 7.8 20 9.8 
上肢 15 5.9 3 5.9 12 5.9 
体幹部 3 1.2 0 0.0 3 1.5 
下肢 8 3.1 1 2.0 7 3.4 
その他・不明 20 7.8 4 7.8 16 7.8 
55
近年の幼稚園・保育所における重大事故の特徴
表13　障害事故の発生場所
種別
全体（n=256） 0 ～ 2 歳（n=51） 3 歳以上（n=205）
件数 ％ 件数 ％ 件数 ％
学校内・校舎内（園内・園舎内） 151 59.0 40 78.4 111 54.1 
学校内・校舎外（園内・園舎外） 85 33.2 8 15.7 77 37.6 
学校外（園外） 20 7.8 3 5.9 17 8.3 
表14　障害事故の発生場所の詳細
種別
全体（n=256） 0 ～ 2 歳（n=51） 3 歳以上（n=205）
件数 ％ 件数 ％ 件数 ％
廊下 16 6.3 1 2.0 15 7.3 
遊戯室 14 5.5 3 5.9 11 5.4 
便所 5 2.0 2 3.9 3 1.5 
道路 4 1.6 1 2.0 3 1.5 
体育館・屋内運動場 3 1.2 0 0.0 3 1.5 
昇降口・玄関 3 1.2 0 0.0 3 1.5 
手足洗場 2 0.8 0 0.0 2 1.0 
山林野 4 1.6 0 0.0 4 2.0 
講堂 1 0.4 1 2.0 0 0.0 
公園・遊園地 7 2.7 1 2.0 6 2.9 
教室・保育室 95 37.1 30 58.8 65 31.7 
階段 8 3.1 3 5.9 5 2.4 
海・湖・沼・池 1 0.4 0 0.0 1 0.5 
運動場・校庭（園庭） 81 31.6 6 11.8 75 36.6 
ベランダ 4 1.6 0 0.0 4 2.0 
その他 8 3.1 3 5.9 5 2.4 
表15　子どもの活動別にみた障害事故の分類
活動注 1）
全体（n=256） 0 ～ 2 歳（n=51） 3 歳以上（n=205）
件数 ％ 件数 ％ 件数 ％
粗大運動を伴う遊び 81 31.6 5 9.8 76 37.1 
体育的な活動 7 2.7 0 0.0 7 3.4 
他人トラブル 52 20.3 16 31.4 36 17.6 
移動中 45 17.6 8 15.7 37 18.0 
粗大運動を伴わない遊び 28 10.9 11 21.6 17 8.3 
その他 43 16.8 11 21.6 32 15.6 
注 1）活動の内容：
「粗大運動を伴う遊び」自由な場面での全身を使った遊び
「体育的な活動」保育者の直接管理下で行う運動遊び
「他人トラブル」友だちとのトラブル・けんか
「移動中」ある場所から別の場所への移動中
「粗大運動を伴わない遊び」室内外での静的な遊び
「その他」遊び以外の生活場面での片づけ，着替え，食事中，トイレなど
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5．考察
本研究で用いたデータベースは，Web 上に公開され
ている項目を分析意図に基づいて再構成することがで
き，長期にわたる事故の発生状況を把握する上で有用な
資料となっている．本研究で試みたように，事故事例を
数値化し，年齢区分別にクロス集計することによって，
全体傾向が明らかとなり，具体的な対策を講じやすくな
る．
本研究の結果，0 ～ 2 歳の死亡事故について，突然死
が 77.1％となっており，別表を見る限りそのほとんどが
睡眠中に発生していた．午睡中の事故について，ガイド
ラインには，睡眠中の窒息リスク除去の方法として，乳
児の顔が見える仰向けに寝かせること，一人にしないこ
と，やわらかい布団やぬいぐるみ等を使用しない，ひも
状のものを置かない，口の中の異物がないか，ミルクや
食べたもの等の嘔吐物がないか確認することが記載され
ている．また，定期的に子どもの呼吸・体位，睡眠状態
を点検することにより，呼吸停止等の異常が発生した場
合の早期発見に努めることが強調されている．
しかし，事例（19 死 -74）「昼食後，午睡中に午睡状
態を確認したところ，本児の顔面が蒼白となっているこ
とに気付き，すぐに呼吸を確認したところ呼吸がなく全
身の力が抜けている状態であったため，背中を叩き本児
の名前を呼んだが反応がなかった．直ちに救急車の要請
とともに心肺蘇生法を行い病院へ搬送したが死亡した．」
にあるように，予測が難しく避けられないものがある．
それゆえ，睡眠中も保育の一環として，時間ごとにチェッ
ク表を用いて，顔色，呼吸を見て触れて観察し，子ども
の異変を発見した場合には，迅速に一次救命処置を行え
るよう日頃から継続的に訓練を受けておく必要がある．
小保内ら 8）は，2008 年から 5 年間の死亡事案に関す
る報告書を詳細に検討し，保育施設内で発生した突然死
について，1 月から 4 月，10 月から 12 月に発生が集中
していることから，感染が危険因子として推定されると
指摘した．また，4 月については預かりから 1 ヵ月以内
での発症が 7 例中 6 例（85.7％）と高く，新入所児の環
境適応困難や集団保育に伴う感染暴露が要因であると述
べている．
一方，食事中の死亡事故について，5 件のうち 4 件が
2 歳未満児であった．ガイドラインでは，誤嚥や窒息を
防ぐ留意点として，子どもの意志に合ったタイミングで
ゆっくり落ち着いて食べさせる，子どもの口に合った量
で与える，食べ物を飲み込んだことを確認する，食事の
提供中に驚かせない，正しく座っているか確認するなど
の配慮を求めている．このように，保育者は，低年齢児
を援助する場合には，睡眠や食事などのごく日常の生活
場面こそ，一層の注意が必要であることを自覚し，安全
への意識をもって対応していかなければならない．
本研究において，川やプールでの死亡事故は 6 件あり，
そのうち，窒息死（溺死以外）2 件，溺死が 4 件であっ
た．事例（25 死 -63）「準備運動後，シャワーによる水
慣れをし，足よりゆっくり入水，洗剤の空き容器を利用
した水鉄砲で水遊びをしている状況を担任が目視で確認
した．数分後，プールにうつ伏せで浮かんでいる状態で
発見された．すぐに人工呼吸，胸骨圧迫（心臓マッサー
ジ），AED による処置を行った．病院に搬送されたが同
表16　障害をもたらした近接的な原因
種別
全体（n=256） 0 ～ 2 歳（n=51） 3 歳以上（n=205）
件数 ％ 件数 ％ 件数 ％
他者との衝突 15 5.9 2 3.9 13 6.3 
設置物との衝突 51 19.9 7 13.7 44 21.5 
他者からの攻撃 47 18.4 13 25.5 34 16.6 
物体に当たる注 1） 36 14.1 5 9.8 31 15.1 
挟む 15 5.9 5 9.8 10 4.9 
転落 26 10.2 0 0.0 26 12.7 
転倒 50 19.5 12 23.5 38 18.5 
体操での失敗 2 0.8 0 0.0 2 1.0 
熱傷 8 3.1 5 9.8 3 1.5 
その他注 2） 6 2.3 2 3.9 4 2.0 
注 1） 「物体に当たる」は，友だちの体の一部があたる，友だちが投げた石や振り回した棒に当たる，ラック
が倒れてくる，移動の際に頬（ほお）に木の枝が当たる，自分が振り回した木の枝で目をつくなど。
注 2）「その他」は動物に咬まれる，お泊り保育の浴室で溺れるなど。
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日死亡した．」にあるように，一瞬の間に溺死は起きる．
水遊びに対しては，十分な保育者の人数配置が必要であ
り，保育者の目の届かないことがないよう相互に連携を
取り合うことが重要である．
また，小栁 9）はプールでの事故防止の留意点として，
入水前に子どもの健康状態を把握すること，園児の人数
確認を行うこと（前・中・後），十分に休息時間をとること，
プール環境を整えること（水深・温度の確認，排水溝の
蓋の外れやタイルの破損の確認），子どもへの事前の安
全指導と保健指導を徹底することを挙げている．
本研究の結果，障害事故については，行動範囲の広が
る 3 歳以上で発生頻度が高まり，種別としては「外貌・
露出部分の醜状障害」，「視力・眼球運動障害」，「手指切
断・機能障害」の順で多くなり，部位としては「顔部」，
「手指・足指」，「目」が多くなっていた．
子どもの活動別にみた障害事故の分類について，0 ～
2 歳は「他人トラブル」が，3 歳以上では，「粗大運動を
伴う遊び」76 件（37.1％）が最も多くなっていた．障害
をもたらした近接的な原因について，0 ～ 2 歳は「他者
からの攻撃」，「転倒」，「設置物との衝突」，3 歳以上では，
「設置物との衝突」，「転倒」，「他者からの攻撃」の順で
多くなっていた．
表には示していないが，障害事故の発生状況をつぶさ
に見てみると，友だち同士のトラブルの結果，気持ちを
十分に伝えられずに，「頬」や「顔」を引っ掻くケガが
多いのが特徴であった．このような子どもの突発的な行
為にも，何らかの理由やその子どもなりの考えが作用し
ているケースがある．やはり子どもの欲求や発達状況を
捉えた上で，必要な援助ができるよう，目の届く位置か
ら見守ることが対策の 1 つであろう．
一方，3 歳以上では，設置物との衝 突の中で，ガラス
に衝突する事故が 5 件みられた．ガラスに衝突する事故
は大きなケガにつながりやすく，ガラスの特性や場所を
知らせ，かつ子ども自身が安全な行動がとれるよう日常
の場面で階段や廊下を走らないなど，安全のルールを繰
り返し指導することが大切である．
近年，より実践力のある保育士の養成に向けて保育士
養成課程等の見直し 10）が図られている．「養護」の視点
が強化され，保健的観点に基づく保育の環境整備や心身
の健康・安全管理の実施体制など，実践的な力を習得さ
せることが強調されている．新科目「子どもの健康と安
全」では，関連するガイドラインや近年のデータを踏ま
え，保育における事故防止及び安全対策について具体的
に理解することが意図されている．本研究で示したよう
に，子どもの重大事故の特徴を理解し，安全管理上の具
体的な視点を持つために，各種のデータベースを積極的
に活用することも有効であろう．
本研究で用いたデータベースは，年齢・性別及び事故
の発生状況など，災害共済給付金の支払いをもとにした
基本的な情報を集めたものに過ぎない．今後は，事故発
生時の管理体制や事故の概要，要因分析（ソフト面，ハー
ド面，環境面）など，より多くの情報量を含む「特定保
育・教育施設等における事故情報データベース」を活用
し，保育の質的な側面からの検討を試みたい．
6．まとめ
本研究では，「学校安全 Web」において公開されたデー
タベースを用いて，幼稚園・保育所における平成 17 ～
27 年度までの 11 年間の重大事故の実態を調査し，事故
発生に関する特徴を整理した．主な結果を以下に示す．
1）死亡事故58件について，全体では，「突然死」58.6％，「窒
息死（溺死以外）」19.0％，「溺死」10.3％の順となって
いた．年齢区分別では，0 ～ 2 歳で「突然死」が 77.1％，「窒
息死」20.0％が多く，3 歳以上では，「突然死」30.4％，「溺
死」26.1％の順であった．
2）死亡事故の発生時の状況について，全体では，「睡眠
中」48.3％，「遊び中（プール含む）」22.4％，「降園登園」
13.8％の順であった．年齢区分別では，0 ～ 2 歳では，「睡
眠中」71.4％，「食事中」11.4％が多く，3 歳以上では，「遊
び中（プール含む）」43.5％，「降園登園」26.1％の順で
あった．
3）障害事故数 256 件について，年齢別では，4 歳 68 件
（26.6％），5 歳 65 件（25.4％），3 歳 43 件（16.8％）の
順で多く，3 歳以上で全体の 80.1％を占めていた．
4）障害事故の種別について，全体では，「外貌・露出部
分の醜状障害」68.0％，「視力・眼球運動障害」9.4％，「手
指切断・機能障害」7.8％の順であった．年齢別にみると，
0 ～ 2 歳では，「外貌・露出部分の醜状障害」78.4％，「手
指切断・機能障害」11.8％，3 歳以上では，「外貌・露出
部分の醜状障害」65.4％，「視力・眼球運動障害」11.2％
という結果であった．
5）障害事故の負傷部位については，全体として，「顔部
（頬・額・鼻）」が 61.7％，「手指・足指」9.4％，「目」8.2％
の順であり，年齢区分別にみてもほぼ同様の傾向であっ
た．
子どもの重大事故の特徴を理解し，安全管理上の具体
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的な視点を持つために，データベースの活用は一つの有
効な手段であると考えられた．
本研究は，日本幼少児健康教育学会第 36 回大会［春季：
朝霞大会］において発表した（平成 30 年 2 月 25 日，東
洋大学・朝霞キャンパス）．
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59
近年の幼稚園・保育所における重大事故の特徴
別
表
　
死
亡
事
故
の
発
生
状
況
の
詳
細
N
o
記
号
死
亡
障
害
種
学
校
種
年
齢
性
別
場
合
発
生
場
所
発
生
状
況
キ
ー
ワ
ー
ド
（
注
）
1
17
死
80
そ
の
他
幼
6
女
保
育
中
運
動
場
・
校
庭
（
園
庭
）
保
育
中
、
縄
跳
び
の
縄
を
自
分
の
首
に
結
び
つ
け
、
一
方
を
す
べ
り
台
の
す
べ
り
口
の
ア
ー
ム
に
結
び
、
仰
向
け
の
ま
ま
す
べ
り
、
首
吊
り
の
状
態
と
な
り
、
意
識
不
明
と
な
る
。
ひ
っ
か
か
り
2
17
死
81
窒
息
死
（
溺
死
以
外
）
保
6
男
保
育
中
運
動
場
・
校
庭
（
園
庭
）
保
育
中
、
園
庭
で
集
団
か
ら
外
れ
4
名
で
遊
ん
で
い
た
際
、
も
う
一
人
の
園
児
と
と
も
に
保
育
所
の
屋
根
か
ら
の
落
雪
に
巻
き
込
ま
れ
生
き
埋
め
と
な
る
。
発
見
さ
れ
る
も
意
識
が
な
か
っ
た
。
落
雪
3
17
死
82
溺
死
保
6
男
通
学
中
河
川
保
育
園
に
行
く
た
め
、
本
児
が
先
に
団
地
3
階
よ
り
下
に
降
り
た
。
母
親
が
降
り
て
く
る
の
を
待
っ
て
い
る
間
、
近
く
の
水
路
に
行
っ
た
。
柵
が
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
隙
間
（
45
cm
）
か
ら
中
に
入
り
、
転
落
し
溺
水
し
た
。
水
路
へ
の
転
落
4
18
死
70
溺
死
幼
4
男
保
育
中
河
川
入
園
前
の
幼
児
と
の
交
流
会
終
了
後
、
先
生
の
指
示
で
自
由
遊
び
を
行
い
、
保
育
室
に
入
室
し
人
数
確
認
し
た
が
、
本
児
が
い
な
い
こ
と
に
気
付
き
す
ぐ
に
職
員
が
園
内
外
を
探
し
た
と
こ
ろ
、
深
さ
10
cm
・
幅
80
cm
の
園
脇
に
あ
る
農
水
路
に
倒
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
発
見
し
た
。
農
水
路
か
ら
抱
き
上
げ
、
職
員
室
に
運
び
救
急
隊
を
要
請
し
心
肺
蘇
生
を
行
い
、
救
急
車
で
病
院
へ
搬
送
し
た
が
死
亡
し
た
。
水
路
へ
の
転
落
5
18
死
71
内
臓
損
傷
幼
4
男
通
学
中
道
路
登
園
中
、
グ
ル
ー
プ
通
園
の
当
番
の
車
に
本
児
を
含
め
3
人
乗
っ
て
い
た
。
幼
稚
園
を
過
ぎ
、
農
道
に
駐
車
し
、
当
番
の
者
が
、
自
宅
よ
り
所
持
し
て
い
た
包
丁
で
、
腹
部
や
背
中
な
ど
を
十
数
か
所
刺
し
、
本
児
を
車
外
へ
放
置
し
た
。
 そ
の
後
、
散
歩
途
中
の
方
に
発
見
さ
れ
、
病
院
へ
搬
送
さ
れ
た
が
死
亡
し
た
。
傷
害
事
件
6
18
死
72
内
臓
損
傷
幼
4
女
通
学
中
道
路
登
園
中
、
グ
ル
ー
プ
通
園
の
当
番
の
車
に
本
児
を
含
め
3
人
乗
っ
て
い
た
。
幼
稚
園
を
過
ぎ
、
農
道
に
駐
車
し
、
当
番
の
者
が
、
自
宅
よ
り
所
持
し
て
い
た
包
丁
で
、
腹
部
や
背
中
な
ど
を
十
数
か
所
刺
し
、
本
児
を
車
外
へ
放
置
し
た
。
 そ
の
後
、
散
歩
途
中
の
方
に
発
見
さ
れ
、
病
院
へ
搬
送
さ
れ
た
が
死
亡
し
た
。
傷
害
事
件
7
18
死
73
熱
中
症
保
4
男
保
育
中
廊
下
保
育
所
内
で
遊
び
中
、
行
方
不
明
と
な
り
、
捜
索
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
廊
下
に
設
置
し
て
あ
る
木
製
棚
の
中
で
意
識
不
明
の
状
態
で
発
見
さ
れ
た
。
救
急
車
で
病
院
搬
送
し
、
救
命
措
置
を
受
け
た
が
死
亡
し
た
。
熱
中
症
8
18
死
74
窒
息
死
（
溺
死
以
外
）
保
1
女
保
育
中
運
動
場
・
校
庭
（
園
庭
）
保
育
中
、
園
庭
で
滑
り
台
を
し
て
遊
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
誤
っ
て
飲
み
込
み
、
の
ど
に
詰
ま
ら
せ
窒
息
し
て
し
ま
っ
た
。
す
ぐ
に
救
急
車
の
手
配
を
行
い
、
到
着
し
た
救
命
士
に
よ
る
人
工
呼
吸
が
行
わ
れ
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
て
病
院
に
搬
送
、
治
療
を
受
け
た
が
、
同
日
死
亡
し
た
。
誤
飲
（
ミ
ニ
ト
マ
ト
）
9
19
死
71
心
臓
系
突
然
死
幼
3
女
保
育
中
そ
の
他
園
外
保
育
で
幼
稚
園
の
裏
に
あ
る
神
社
に
出
か
け
た
。
階
段
の
途
中
、
本
児
が
疲
れ
た
と
言
っ
て
立
ち
止
ま
っ
た
た
め
、
本
児
に
や
め
る
か
ど
う
か
尋
ね
る
と
、「
友
人
と
遊
び
た
い
か
ら
上
ま
で
行
く
。」
と
言
い
、
保
育
者
と
手
を
つ
な
い
で
自
力
で
階
段
を
登
っ
た
。
目
的
地
到
着
後
、
座
る
と
そ
の
ま
ま
倒
れ
て
し
ま
い
、
抱
き
か
か
え
る
と
は
じ
め
は
抵
抗
を
示
す
も
顔
色
が
悪
く
け
い
れ
ん
し
始
め
た
の
で
、
す
ぐ
に
園
に
戻
っ
た
。
幼
稚
園
到
着
後
、
直
ち
に
保
護
者
に
連
絡
す
る
と
と
も
に
、
本
児
を
布
団
に
寝
か
せ
安
静
に
し
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
け
い
れ
ん
が
お
さ
ま
り
、落
ち
着
い
た
状
態
に
な
っ
た
。
母
親
到
着
後
、
容
体
が
急
変
し
た
た
め
救
急
車
を
要
請
し
た
。
救
急
隊
が
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
要
請
し
、
病
院
に
搬
送
、
同
日
死
亡
し
た
。
け
い
れ
ん
発
作
10
19
死
72
大
血
管
系
突
然
死
保
0
女
保
育
中
教
室
（
保
育
室
）
乳
児
室
で
午
睡
中
、
15
分
お
き
に
午
睡
を
観
察
し
て
い
た
と
こ
ろ
本
児
の
顔
色
の
異
常
に
気
が
つ
い
た
。
救
急
車
を
呼
び
病
院
へ
搬
送
し
た
が
死
亡
し
た
。
睡
眠
中
11
19
死
73
大
血
管
系
突
然
死
保
1
男
保
育
中
教
室
（
保
育
室
）
午
睡
中
に
本
児
が
い
つ
も
と
寝
て
い
る
様
子
が
違
っ
た
の
で
、
保
育
士
が
顔
を
の
ぞ
き
込
み
、
声
を
か
け
、
身
体
を
ゆ
す
っ
て
み
る
が
反
応
が
無
く
、
呼
吸
が
確
認
で
き
な
い
の
で
す
ぐ
に
心
肺
蘇
生
を
始
め
た
。
別
の
保
育
士
は
健
診
に
来
て
い
た
園
医
と
看
護
師
を
呼
び
、
11
9
番
通
報
を
し
た
。
保
育
士
は
人
工
呼
吸
を
行
い
、
園
医
は
胸
骨
圧
迫
を
行
っ
た
。
心
肺
停
止
を
確
認
し
た
が
、
心
肺
蘇
生
を
続
行
す
る
。
救
急
車
が
到
着
し
救
急
処
置
を
受
け
る
。
病
院
へ
搬
送
さ
れ
た
が
死
亡
し
た
。
睡
眠
中
12
19
死
74
大
血
管
系
突
然
死
保
1
男
保
育
中
教
室
（
保
育
室
）
昼
食
後
、
午
睡
中
に
午
睡
状
態
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
本
児
の
顔
面
が
蒼
白
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
、
す
ぐ
に
呼
吸
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
呼
吸
が
な
く
全
身
の
力
が
抜
け
て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
た
め
、
背
中
を
叩
き
本
児
の
名
前
を
呼
ん
だ
が
反
応
が
な
か
っ
た
。
直
ち
に
救
急
車
の
要
請
と
と
も
に
心
肺
蘇
生
法
を
行
い
病
院
へ
搬
送
し
た
が
死
亡
し
た
。
睡
眠
中
13
19
死
75
大
血
管
系
突
然
死
保
2
男
保
育
中
教
室
（
保
育
室
）
午
睡
か
ら
目
覚
め
た
本
児
は
同
じ
ク
ラ
ス
の
児
童
と
遊
ん
で
い
た
。
長
座
布
団
の
上
に
う
つ
伏
せ
に
な
っ
て
い
る
本
児
を
保
育
士
が
見
つ
け
、
声
を
掛
け
抱
き
か
か
え
た
が
、
本
児
は
眼
を
閉
じ
て
お
り
、
顔
は
白
く
唇
は
紫
色
に
な
っ
て
い
た
。
直
ち
心
肺
蘇
生
を
施
す
な
ど
の
処
置
を
実
施
し
た
。
救
急
車
が
到
着
し
、
救
急
隊
員
が
胸
骨
圧
迫
を
実
施
。
救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
へ
搬
送
さ
れ
た
が
死
亡
し
た
。
睡
眠
中
（
う
つ
ぶ
せ
寝
）
14
20
死
63
窒
息
死
（
溺
死
以
外
）
幼
3
女
保
育
中
運
動
場
・
校
庭
（
園
庭
）
す
べ
り
台
の
手
す
り
の
つ
っ
ぱ
り
部
分
に
毛
糸
で
編
ん
だ
ポ
ン
チ
ョ
が
引
っ
掛
か
り
、
首
を
つ
っ
た
状
態
に
な
っ
た
の
を
他
園
児
が
気
づ
き
、
保
育
士
が
す
ぐ
に
駆
け
つ
け
、
ポ
ン
チ
ョ
を
外
し
職
員
室
へ
運
ぶ
。
呼
吸
を
し
て
い
て
心
臓
も
動
い
て
い
た
が
、
声
を
か
け
て
も
返
事
が
な
い
た
め
、
救
急
車
で
病
院
へ
搬
送
し
た
が
、
後
日
死
亡
し
た
。
ひ
っ
か
か
り
15
20
死
64
大
血
管
系
突
然
死
保
0
男
保
育
中
教
室
（
保
育
室
）
保
育
室
で
睡
眠
中
に
呼
吸
が
な
く
な
り
死
亡
。
睡
眠
中
60
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N
o
記
号
死
亡
障
害
種
学
校
種
年
齢
性
別
場
合
発
生
場
所
発
生
状
況
キ
ー
ワ
ー
ド
（
注
）
16
20
死
65
大
血
管
系
突
然
死
保
0
男
保
育
中
教
室
（
保
育
室
）
保
育
園
に
て
ミ
ル
ク
を
飲
ま
せ
た
後
に
ベ
ッ
ト
に
寝
か
せ
る
（
側
臥
位
）。
腹
臥
位
に
な
っ
て
い
た
た
め
抱
き
か
か
え
る
と
様
子
が
お
か
し
か
っ
た
。
睡
眠
中
（
授
乳
後
）
17
20
死
66
頭
部
外
傷
保
1
男
保
育
中
教
室
（
保
育
室
）
昼
食
の
終
わ
っ
た
児
童
か
ら
午
睡
の
準
備
の
最
中
で
あ
り
、
本
児
は
既
に
パ
ジ
ャ
マ
に
着
替
え
て
絵
本
コ
ー
ナ
ー
で
遊
ん
で
い
た
。
保
育
士
が
他
児
の
着
替
え
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
本
児
の
泣
き
声
が
聞
こ
え
た
た
め
見
る
と
椅
子
の
背
も
た
れ
に
う
つ
伏
せ
の
よ
う
な
姿
勢
で
頭
を
畳
に
に
つ
け
た
状
態
で
倒
れ
て
い
た
。
救
急
車
で
病
院
へ
搬
送
し
た
が
、
同
日
死
亡
し
た
。
睡
眠
中
18
20
死
67
大
血
管
系
突
然
死
保
1
男
保
育
中
教
室
（
保
育
室
）
午
睡
終
了
時
刻
と
な
り
、
本
児
を
起
こ
そ
う
と
し
た
が
起
き
ず
、
呼
吸
も
し
て
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
。
睡
眠
中
19
20
死
68
窒
息
死
（
溺
死
以
外
）
保
1
男
保
育
中
教
室
（
保
育
室
）
職
員
の
介
助
を
受
け
な
が
ら
食
事
を
開
始
し
、
半
分
弱
食
べ
た
と
こ
ろ
で
食
事
を
終
了
し
た
。
そ
の
後
、
ご
く
少
量
の
嘔
吐
が
あ
っ
た
た
め
、
お
茶
を
飲
ま
せ
よ
う
と
し
た
と
き
、
椅
子
に
座
っ
た
状
態
で
上
を
向
い
て
突
然
意
識
を
失
い
、
圧
迫
や
タ
ッ
ピ
ン
グ
の
処
置
を
行
っ
た
が
反
応
が
な
く
呼
吸
が
停
止
し
て
い
た
。
病
院
に
搬
送
す
る
が
死
亡
し
た
。
食
事
中
20
20
死
69
大
血
管
系
突
然
死
保
1
女
保
育
中
教
室
（
保
育
室
）
昼
食
後
、
保
育
室
で
タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
う
つ
ぶ
せ
で
午
睡
し
て
い
た
。
動
き
が
な
く
ぐ
っ
た
り
し
て
い
る
様
子
に
保
育
士
が
気
づ
き
、
病
院
に
搬
送
さ
れ
た
が
、
同
日
死
亡
し
た
。
睡
眠
中
（
う
つ
ぶ
せ
寝
）
21
20
死
70
大
血
管
系
突
然
死
保
2
女
保
育
中
教
室
（
保
育
室
）
い
つ
も
の
目
覚
め
時
間
に
保
育
士
が
起
こ
し
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
す
で
に
顔
色
が
真
っ
白
で
あ
っ
た
。
嘔
吐
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
も
の
が
口
元
の
下
の
シ
ー
ツ
に
つ
い
て
お
り
、
呼
吸
は
止
ま
っ
て
い
た
。
睡
眠
中
22
20
死
71
中
枢
神
経
系
突
然
死
保
3
男
保
育
中
教
室
（
保
育
室
）
午
睡
の
時
間
に
入
っ
た
が
、
起
床
時
間
で
あ
る
午
後
3
時
に
な
っ
て
も
本
児
が
起
き
な
い
た
め
、
担
任
が
声
か
け
を
し
た
と
き
に
異
変
に
気
づ
い
た
。
手
の
甲
が
紫
色
に
な
っ
て
お
り
、
呼
び
か
け
て
も
応
答
が
無
か
っ
た
。
救
急
車
を
要
請
し
、
病
院
に
運
ば
れ
る
が
死
亡
し
た
。
睡
眠
中
23
20
死
72
大
血
管
系
突
然
死
保
4
男
保
育
中
教
室
（
保
育
室
）
保
育
士
の
介
助
を
受
け
な
が
ら
昼
食
を
食
べ
て
い
る
と
き
に
、
一
口
サ
イ
ズ
に
ち
ぎ
っ
た
パ
ン
と
シ
チ
ュ
ー
を
2
～
3
口
食
べ
た
頃
に
呼
吸
を
苦
し
そ
う
に
し
始
め
た
の
で
、
保
育
士
が
本
児
の
背
中
を
叩
き
、
口
の
中
に
指
を
入
れ
る
な
ど
し
た
が
異
物
は
出
て
こ
な
か
っ
た
。
救
急
車
で
病
院
へ
搬
送
し
た
が
、
同
日
死
亡
し
た
。
食
事
中
24
20
死
73
心
臓
系
突
然
死
保
4
男
保
育
中
教
室
（
保
育
室
）
他
の
園
児
と
と
も
に
入
眠
し
、1
5
時
10
分
、担
任
保
育
士
が
起
こ
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、ぐ
っ
た
り
し
て
反
応
が
な
か
っ
た
。
 
人
工
呼
吸
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
い
病
院
に
搬
送
さ
れ
た
が
、
死
亡
し
た
。
睡
眠
中
25
20
死
74
溺
死
保
5
女
通
学
中
河
川
本
児
は
迎
え
の
人
と
降
園
中
、
激
し
い
雨
が
降
り
出
し
た
た
め
、
河
川
の
遊
歩
道
に
か
か
る
橋
の
下
で
雨
宿
り
を
し
て
い
た
。
そ
の
際
、
川
の
増
水
に
よ
り
流
さ
れ
た
。
川
遊
び
（
増
水
）
26
21
死
62
大
血
管
系
突
然
死
保
0
男
保
育
中
教
室
（
保
育
室
）
母
親
が
本
児
を
ベ
ッ
ト
に
寝
か
せ
保
育
室
を
出
た
後
、
保
育
士
が
顔
色
が
悪
い
の
に
気
が
つ
き
, 看
護
師
が
確
認
す
る
と
同
時
に
救
急
車
を
要
請
し
、
気
道
確
保
、
人
工
呼
吸
、
胸
骨
圧
迫
等
の
救
急
蘇
生
を
行
い
な
が
ら
病
院
へ
搬
送
、
処
置
を
さ
れ
た
が
、
同
日
死
亡
し
た
。
睡
眠
中
27
21
死
63
心
臓
系
突
然
死
保
0
男
保
育
中
教
室
（
保
育
室
）
登
園
後
、
教
室
で
イ
ス
に
つ
か
ま
り
立
ち
を
し
て
遊
ん
で
い
た
が
、
突
然
そ
の
場
に
座
り
こ
み
、
け
い
れ
ん
ら
し
き
動
作
を
し
て
顔
面
蒼
白
と
な
り
、
そ
の
場
に
い
た
看
護
師
が
緊
急
を
察
知
し
、
近
く
の
病
院
の
小
児
科
へ
搬
送
し
た
。
直
ち
に
心
肺
蘇
生
術
を
施
し
た
が
、
約
1
時
間
後
に
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
。
け
い
れ
ん
発
作
28
21
死
64
心
臓
系
突
然
死
保
1
男
保
育
中
教
室
（
保
育
室
）
朝
は
い
つ
も
通
り
母
親
と
い
つ
も
と
変
わ
り
な
く
、
元
気
に
歩
い
て
登
所
。
基
礎
疾
患
、
既
往
歴
な
し
。
11
時
に
昼
食
、
12
時
午
睡
。
30
分
程
度
眠
っ
て
い
た
が
起
き
て
き
て
ぐ
ず
っ
て
い
た
。
あ
や
し
て
い
る
う
ち
に
眠
っ
た
が
、
13
時
45
分
保
育
士
が
本
児
の
異
変
に
気
づ
き
、
呼
吸
と
心
拍
の
確
認
で
き
ず
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
始
め
救
急
車
を
要
請
し
た
。
救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
っ
て
い
た
が
、
救
急
車
に
て
搬
送
、
同
日
死
亡
し
た
。
睡
眠
中
29
21
死
65
大
血
管
系
突
然
死
保
1
女
保
育
中
教
室
（
保
育
室
）
12
時
30
分
午
睡
し
、
お
や
つ
の
時
間
な
の
で
起
こ
そ
う
と
す
る
が
、
呼
吸
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
保
育
園
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
、
人
工
呼
吸
と
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
て
救
急
車
で
病
院
へ
搬
送
さ
れ
た
が
、
同
日
死
亡
し
た
。
睡
眠
中
30
21
死
66
大
血
管
系
突
然
死
保
1
女
保
育
中
教
室
（
保
育
室
）
午
睡
中
、
睡
眠
状
態
を
確
認
、
異
常
に
気
が
つ
き
隣
の
ク
ラ
ス
の
保
育
士
に
声
を
か
け
る
。
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
開
始
す
る
。
救
急
車
を
要
請
し
た
。
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
続
け
る
。
5
分
ほ
ど
で
救
急
車
が
到
着
し
、
市
立
病
院
へ
搬
送
さ
れ
た
が
死
亡
し
た
。
睡
眠
中
31
21
死
67
大
血
管
系
突
然
死
保
2
女
保
育
中
教
室
（
保
育
室
）
乳
児
室
で
午
睡
か
ら
起
こ
そ
う
と
し
た
際
、
本
児
の
顔
色
が
蒼
白
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
す
ぐ
に
呼
吸
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、呼
吸
が
な
く
全
身
の
力
が
抜
け
て
い
る
状
態
だ
っ
た
。
直
ち
に
心
肺
蘇
生
を
行
い
、救
急
車
で
搬
送
さ
れ
た
が
、
同
日
死
亡
し
た
。
睡
眠
中
61
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N
o
記
号
死
亡
障
害
種
学
校
種
年
齢
性
別
場
合
発
生
場
所
発
生
状
況
キ
ー
ワ
ー
ド
（
注
）
32
21
死
68
溺
死
保
5
女
保
育
中
プ
ー
ル
園
児
数
十
名
と
保
育
士
4
名
が
、
小
学
校
の
プ
ー
ル
を
利
用
し
て
水
遊
び
を
す
る
た
め
に
出
か
け
た
。
11
時
頃
大
プ
ー
ル
で
元
気
に
泳
い
で
遊
ん
で
い
る
本
児
を
確
認
し
た
。
そ
の
後
、
大
プ
ー
ル
の
中
に
い
た
保
育
士
が
う
つ
む
い
て
水
中
に
浮
か
ん
で
い
る
本
児
を
発
見
し
、
す
ぐ
水
か
ら
引
き
上
げ
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
い
、
A
E
D
の
指
示
に
従
い
処
置
を
し
た
。
救
急
車
到
着
後
、
消
防
職
員
が
応
急
処
置
を
し
、
駆
け
つ
け
た
保
護
者
と
共
に
病
院
へ
搬
送
し
た
。
入
院
治
療
を
し
て
い
た
が
、
後
日
死
亡
し
た
。
プ
ー
ル
遊
び
33
22
死
70
窒
息
死
（
溺
死
以
外
）
保
0
男
保
育
中
教
室
（
保
育
室
）
午
睡
中
、
保
育
士
が
添
い
寝
し
、
寝
ぐ
ず
り
し
た
後
、
寝
つ
く
。
午
後
3
時
30
分
頃
起
き
出
し
た
た
め
、
保
育
士
が
再
び
寝
か
し
つ
け
、
午
後
4
時
前
、
寝
返
り
し
た
為
か
、
う
つ
伏
せ
に
近
い
状
態
に
な
っ
て
お
り
、
顔
色
が
悪
く
な
っ
て
い
た
。
す
ぐ
に
救
急
車
を
要
請
、
そ
の
間
に
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
う
。
病
院
に
搬
送
さ
れ
た
が
、
同
日
死
亡
し
た
。
睡
眠
中
（
う
つ
ぶ
せ
寝
）
34
22
死
71
大
血
管
系
突
然
死
保
1
男
保
育
中
教
室
（
保
育
室
）
担
任
が
布
団
に
仰
向
け
に
し
て
寝
か
す
。
13
：
30
起
き
て
歩
い
た
後
、
布
団
の
上
で
し
ば
ら
く
ご
ろ
ご
ろ
し
て
再
び
寝
る
。
担
任
が
横
向
き
で
寝
て
呼
吸
を
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
14
：
30
全
体
を
見
渡
す
が
異
常
は
感
じ
ら
れ
ず
、
再
び
14
：
45
確
認
す
る
と
、
う
つ
伏
せ
で
ぐ
っ
た
り
し
て
い
た
為
、
看
護
師
を
呼
び
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
う
。
病
院
に
搬
送
さ
れ
た
が
、
死
亡
し
た
。
睡
眠
中
（
う
つ
ぶ
せ
寝
）
35
22
死
72
大
血
管
系
突
然
死
保
1
男
保
育
中
教
室
（
保
育
室
）
給
食
を
食
べ
、 
午
睡
に
入
る
。
 1
3：
25
 熟
睡
し
た
こ
と
を
（
保
育
士
が
）
確
認
し
そ
の
場
を
離
れ
た
。
そ
の
後
2
回
確
認
さ
れ
た
が
、
異
常
は
な
か
っ
た
。
 1
4：
07
 顔
が
青
ざ
め
、
様
子
が
お
か
し
い
の
を
発
見
さ
れ
た
。
病
院
に
搬
送
さ
れ
た
が
、
死
亡
し
た
。
睡
眠
中
36
22
死
73
大
血
管
系
突
然
死
保
2
女
保
育
中
講
堂
保
護
者
同
伴
の
入
園
式
終
了
後
、
各
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
る
際
に
廊
下
に
い
た
保
護
者
が
同
児
の
異
変
に
気
づ
き
、
保
育
士
に
伝
え
た
。
す
ぐ
に
タ
ク
シ
ー
を
手
配
し
、（
熱
を
計
測
す
る
よ
り
も
早
く
）
約
3
分
で
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
へ
到
着
。
熱
性
麻
痺
と
い
う
こ
と
で
そ
の
ま
ま
帰
宅
し
た
が
、
午
後
4
時
に
再
び
発
作
が
起
き
、
救
急
車
で
大
学
病
院
へ
搬
送
さ
れ
た
が
死
亡
し
た
。
熱
性
麻
痺
37
22
死
74
心
臓
系
突
然
死
保
5
女
保
育
中
教
室
（
保
育
室
）
午
睡
明
け
、
保
育
士
が
部
屋
の
明
か
り
を
つ
け
、
園
児
た
ち
に
目
覚
め
の
声
掛
け
を
し
な
が
ら
、
ベ
ラ
ン
ダ
側
の
ガ
ラ
ス
戸
を
開
け
た
。
本
児
は
顔
を
横
向
き
に
し
、
口
元
か
ら
嘔
吐
物
が
あ
り
、
両
眼
は
半
開
き
で
尿
漏
れ
で
腰
回
り
や
シ
ー
ツ
が
濡
れ
て
い
た
た
め
、
保
育
士
が
異
変
に
気
づ
い
た
。
病
院
に
搬
送
し
、
救
命
処
置
を
受
け
る
が
、
同
日
死
亡
し
た
。
睡
眠
中
（
嘔
吐
）
38
23
死
78
大
血
管
系
突
然
死
保
1
男
保
育
中
教
室
（
保
育
室
）
午
後
12
時
20
分
、
布
団
に
寝
か
し
つ
け
自
分
で
動
い
て
い
る
様
子
を
確
認
。
1
時
50
分
頃
、
寝
て
い
る
間
の
検
温
（
36
．
5℃
）
時
は
呼
吸
を
し
て
い
る
。
 2
時
起
床
時
、
保
育
士
が
心
肺
停
止
状
態
の
異
常
に
気
づ
く
。（
顔
面
チ
ア
ノ
ー
ゼ
）
す
ぐ
に
応
急
処
置
を
行
い
、
救
急
車
で
病
院
に
搬
送
、
手
当
て
を
受
け
た
が
、
同
日
死
亡
し
た
。
睡
眠
中
39
23
死
79
大
血
管
系
突
然
死
保
1
男
保
育
中
教
室
（
保
育
室
）
横
に
な
り
眠
く
て
し
か
た
な
い
様
子
に
保
育
士
が
布
団
を
準
備
し
、
背
中
を
ト
ン
ト
ン
し
て
い
る
と
左
頬
を
下
に
顔
を
向
け
て
眠
る
。
午
前
10
時
「
え
ー
ん
」
と
泣
く
が
す
ぐ
に
そ
の
ま
ま
眠
っ
た
。
午
前
11
時
他
の
子
ど
も
達
が
お
や
つ
を
食
べ
終
え
た
た
め
、
本
児
の
足
元
を
通
り
掃
除
機
を
取
り
に
行
っ
た
保
育
士
は
、
本
児
の
様
子
を
見
て
、
よ
く
眠
っ
て
る
な
と
思
っ
た
。
午
前
11
時
20
分
保
育
士
が
本
児
に
お
や
つ
を
食
べ
さ
せ
よ
う
と
声
を
か
け
た
が
反
応
が
な
か
っ
た
た
め
、
タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
を
取
り
、
胸
の
動
き
を
見
、
顔
を
の
ぞ
き
こ
ん
で
、
手
を
鼻
に
近
づ
け
る
と
呼
吸
が
な
か
っ
た
。
す
ぐ
に
応
急
処
置
を
行
い
、
救
急
車
で
病
院
に
搬
送
、
手
当
て
を
受
け
た
が
、
同
日
死
亡
し
た
。
睡
眠
中
40
23
死
80
窒
息
死
（
溺
死
以
外
）
保
1
男
保
育
中
教
室
（
保
育
室
）
午
睡
よ
り
目
覚
め
、
他
児
よ
り
遅
れ
て
ラ
ム
ネ
、
カ
ス
テ
ラ
、
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
の
お
や
つ
を
食
べ
る
。
カ
ス
テ
ラ
を
食
べ
て
い
る
時
に
、
喉
に
詰
ま
ら
せ
る
。
口
の
中
の
も
の
を
出
そ
う
と
し
て
い
る
時
、
本
児
童
は
泣
い
て
い
た
。
そ
の
後
、
泣
き
声
が
か
す
れ
声
に
な
っ
て
く
る
。
息
を
し
た
り
、
一
時
呼
吸
が
弱
く
な
る
こ
と
も
あ
り
、
唇
の
色
が
変
化
し
て
く
る
。
口
中
の
食
物
を
除
去
す
る
と
と
も
に
、
救
急
車
を
要
請
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
、
病
院
へ
搬
送
、
集
中
治
療
室
へ
入
院
し
た
。
以
降
意
識
回
復
す
る
こ
と
な
く
数
か
月
後
に
死
亡
し
た
。
食
事
中
（
カ
ス
テ
ラ
）
41
23
死
81
大
血
管
系
突
然
死
保
2
女
保
育
中
教
室
（
保
育
室
）
午
睡
か
ら
起
こ
そ
う
と
は
じ
め
は
声
掛
け
を
し
、
そ
れ
で
も
起
き
な
い
子
は
身
体
を
さ
す
っ
て
目
覚
め
を
促
し
て
い
た
。
本
児
童
は
目
が
覚
め
な
い
の
で
抱
き
起
こ
し
た
ら
様
子
が
お
か
し
か
っ
た
。
唇
に
チ
ア
ノ
ー
ゼ
が
あ
り
ぐ
っ
た
り
し
て
い
た
。
午
後
1
時
48
分
に
身
体
を
さ
す
っ
た
時
は
体
温
も
異
常
な
か
っ
た
の
で
、
気
が
付
か
ず
顔
も
髪
の
毛
で
半
分
隠
れ
て
い
た
。
う
つ
ぶ
せ
、
顔
の
み
横
向
き
の
体
勢
で
眠
っ
て
い
た
。
心
肺
蘇
生
を
行
い
、
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
た
が
、
同
日
死
亡
し
た
。
睡
眠
中
（
う
つ
ぶ
せ
寝
）
42
23
死
82
大
血
管
系
突
然
死
幼
4
男
通
学
中
道
路
園
バ
ス
に
て
降
園
中
、
添
乗
し
て
い
た
教
諭
が
3
人
の
園
児
を
保
護
者
に
引
き
渡
し
、
バ
ス
に
戻
っ
た
途
端
、
バ
ス
内
の
他
の
園
児
が
「
吐
い
ち
ゃ
っ
た
」
と
言
っ
た
た
め
、
直
ち
に
本
児
童
に
駆
け
寄
り
抱
き
か
か
え
た
が
、
ぐ
っ
た
り
と
し
て
意
識
が
な
か
っ
た
。
す
ぐ
に
救
急
車
で
病
院
に
搬
送
、
IC
U
で
治
療
を
受
け
た
が
数
日
後
に
死
亡
し
た
。
行
方
不
明
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43
24
死
43
窒
息
死
（
溺
死
以
外
）
保
1
男
保
育
中
教
室
（
保
育
室
）
お
や
つ
時
刻
（
メ
ニ
ュ
ー
は
俵
型
お
に
ぎ
り
1
つ
・
白
玉
み
た
ら
し
団
子
（
直
径
約
3c
m
）
2
つ
・
豆
乳
・
麦
茶
）
に
な
り
、
着
席
し
、
食
べ
始
め
る
。
本
園
児
は
お
に
ぎ
り
か
ら
食
べ
始
め
る
が
、
食
の
進
み
が
良
く
な
く
、
熱
っ
ぽ
さ
を
感
じ
た
保
育
士
が
検
温
（
37
．
4
度
）
し
た
。
体
温
計
を
棚
に
置
く
為
に
離
席
し
、
本
児
の
連
絡
ノ
ー
ト
へ
検
温
の
記
録
を
す
る
。
こ
の
間
に
本
児
は
白
玉
団
子
を
口
に
入
れ
た
ら
し
く
、
苦
し
み
出
す
。
直
ち
に
背
部
タ
ッ
ピ
ン
グ
を
行
う
が
次
第
に
チ
ア
ノ
ー
ゼ
が
始
ま
り
意
識
を
失
う
。
白
玉
団
子
を
除
去
す
る
が
、
意
識
は
回
復
せ
ず
、
背
部
叩
打
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
続
け
る
。
救
急
車
で
搬
送
、
集
中
治
療
室
で
処
置
を
受
け
る
が
、
数
日
後
に
死
亡
し
た
。
食
事
中
（
白
玉
団
子
）
44
24
死
44
大
血
管
系
突
然
死
保
1
女
保
育
中
教
室
（
保
育
室
）
本
児
は
、
登
所
時
に
は
体
温
が
37
度
4
分
あ
り
、
そ
の
後
の
検
温
で
39
度
2
分
と
な
っ
た
た
め
、
保
護
者
に
迎
え
に
来
る
よ
う
連
絡
を
す
る
が
、
母
親
に
連
絡
つ
か
ず
、
父
親
へ
連
絡
し
た
。
午
睡
中
に
一
度
目
を
覚
ま
す
が
、
再
び
眠
り
に
つ
く
。
13
時
頃
午
睡
中
検
温
す
る
と
、
37
度
5
分
で
あ
っ
た
。
父
親
の
迎
え
に
あ
わ
せ
、
抱
き
起
こ
す
際
、
手
足
の
脱
力
、
顔
面
蒼
白
の
状
態
。
す
ぐ
に
11
9
番
通
報
す
る
と
と
も
に
、
人
工
呼
吸
・
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
開
始
し
、
同
時
に
A
E
D
を
使
用
し
つ
つ
救
急
隊
員
が
到
着
す
る
ま
で
、
人
工
呼
吸
・
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
続
け
、
救
急
搬
送
し
た
が
、
同
日
、
搬
送
先
の
病
院
で
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
。
睡
眠
中
45
24
死
45
窒
息
死
（
溺
死
以
外
）
保
2
女
保
育
中
教
室
（
保
育
室
）
11
時
過
ぎ
に
食
事
を
始
め
、
完
食
。
そ
の
後
、
紙
芝
居
等
を
み
て
12
時
過
ぎ
に
ふ
と
ん
に
入
る
。
仰
向
け
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
た
が
少
し
し
て
入
眠
す
る
（
顔
は
や
や
横
向
き
で
俯
せ
、寝
つ
く
時
は
こ
の
姿
勢
が
多
い
）
ぐ
っ
す
り
眠
っ
た
の
を
確
認
、
保
育
士
が
体
位
を
変
換
す
る
と
、
口
唇
は
青
く
、
名
前
を
呼
ん
で
も
反
応
が
な
い
の
で
、
人
工
呼
吸
と
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
う
と
同
時
に
脈
を
確
認
し
た
が
な
か
っ
た
。
病
院
に
搬
送
、
蘇
生
処
置
に
反
応
せ
ず
、
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
。
睡
眠
中
46
24
死
46
窒
息
死
（
溺
死
以
外
）
保
2
女
保
育
中
教
室
（
保
育
室
）
午
後
の
お
や
つ
の
時
間
に
白
玉
入
り
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ
を
食
べ
始
め
た
と
こ
ろ
、
少
し
し
て
咳
き
込
み
苦
し
そ
う
な
様
子
で
牛
乳
を
吐
き
出
し
た
の
で
、
近
く
に
い
た
保
育
士
が
気
づ
き
、
上
半
身
を
下
に
向
け
背
中
を
叩
く
と
牛
乳
を
吐
き
出
し
た
が
、
ま
だ
苦
し
そ
う
だ
っ
た
。
お
や
つ
の
入
っ
て
い
た
容
器
を
見
る
と
白
玉
団
子
が
な
く
、
喉
に
詰
ま
ら
せ
て
い
る
こ
と
が
予
想
で
き
た
。
別
の
保
育
士
が
さ
ら
に
上
半
身
を
低
く
、
下
半
身
を
高
く
し
て
強
め
に
叩
い
た
が
異
物
が
出
て
こ
な
い
た
め
、
す
ぐ
に
11
9
番
通
報
し
、
救
急
車
出
動
要
請
を
す
る
と
同
時
に
保
護
者
に
連
絡
を
取
っ
た
。
そ
の
間
も
異
物
を
取
り
除
く
作
業
を
続
け
る
が
、
次
第
に
意
識
が
な
く
な
り
、
青
ざ
め
て
い
た
の
で
、
横
向
き
に
寝
か
せ
た
。
救
急
車
到
着
後
、
異
物
除
去
作
業
を
行
い
、
入
院
治
療
し
た
が
翌
月
死
亡
し
た
。
食
事
中
（
白
玉
団
子
）
47
24
死
47
中
枢
神
経
系
突
然
死
保
3
男
保
育
中
教
室
（
保
育
室
）
本
児
の
連
絡
帳
に
「
旅
行
に
出
掛
け
た
た
め
か
疲
れ
て
い
る
様
子
」
と
記
入
さ
れ
て
い
た
た
め
、
様
子
を
観
察
し
て
い
た
。
10
時
頃
本
児
は
、
念
の
た
め
保
育
室
で
過
ご
す
こ
と
と
し
た
。
検
温
の
結
果
38
.9
度
の
発
熱
が
認
め
ら
れ
、
す
ぐ
に
担
任
が
緊
急
連
絡
先
の
祖
母
宅
へ
連
絡
し
た
。
園
長
が
ク
ラ
ス
に
行
く
と
、
本
児
の
け
い
れ
ん
発
作
が
始
ま
る
。
11
9
番
通
報
し
た
あ
と
、
母
親
に
連
絡
、
け
い
れ
ん
発
作
は
止
ま
る
が
、
意
識
は
戻
ら
な
い
。
園
長
と
担
任
が
救
急
車
に
乗
り
込
み
病
院
に
搬
送
。
そ
の
後
、
小
児
科
医
師
に
任
せ
、
そ
の
ま
ま
入
院
し
た
が
、
翌
日
死
亡
し
た
。
け
い
れ
ん
発
作
48
24
死
48
溺
死
幼
5
男
保
育
中
河
川
お
泊
り
保
育
を
実
施
中
、
川
遊
び
を
終
え
中
洲
側
か
ら
宿
舎
側
の
岸
へ
渡
っ
て
い
る
時
、
急
な
増
水
に
よ
り
流
さ
れ
る
。
川
岸
伝
い
に
追
い
か
け
る
が
見
失
う
。
そ
の
後
、
約
20
0
ｍ
下
流
で
発
見
さ
れ
る
。
す
ぐ
に
救
急
車
で
病
院
に
搬
送
し
た
が
、
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
。
川
遊
び
（
増
水
）
49
25
死
60
大
血
管
系
突
然
死
保
0
女
保
育
中
教
室
（
保
育
室
）
午
睡
前
に
37
.4
℃
の
熱
が
あ
る
。
13
：
44
に
入
眠
す
る
。
入
眠
時
の
体
勢
は
う
つ
伏
せ
寝
で
、
顔
は
右
頬
を
下
に
し
た
状
態
で
眠
っ
た
。
14
：
00
頃
か
ら
午
睡
チ
ェ
ッ
ク
を
し
、
息
を
し
て
い
な
い
こ
と
を
発
見
し
た
。
す
ぐ
に
軌
道
を
確
保
し
、
胸
骨
圧
迫
（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
を
繰
返
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
と
し
た
時
救
急
隊
が
到
着
、
救
急
隊
員
に
よ
る
処
置
が
始
ま
り
、
医
療
機
関
で
集
中
治
療
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
も
意
識
は
回
復
せ
ず
、
約
2
ヵ
月
後
に
死
亡
し
た
。
睡
眠
中
（
う
つ
ぶ
せ
寝
）
50
25
死
61
大
血
管
系
突
然
死
保
1
男
保
育
中
教
室
（
保
育
室
）
午
睡
入
眠
す
る
。
う
つ
伏
せ
で
は
あ
る
が
顔
は
横
向
き
に
な
っ
て
口
を
開
け
て
寝
て
い
た
。
う
つ
伏
せ
で
顔
を
枕
に
し
て
伏
せ
て
い
た
の
で
、
左
頬
を
下
に
し
横
向
き
に
変
え
た
。
口
は
開
け
て
い
た
が
普
段
か
ら
口
を
開
け
て
寝
る
の
で
特
に
気
に
し
な
か
っ
た
。
顔
色
が
悪
い
の
に
気
づ
き
、
声
を
か
け
た
り
抱
き
か
か
え
る
が
反
応
が
な
か
っ
た
。
心
肺
蘇
生
、
11
9
番
通
報
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
装
着
す
る
も
、
判
定
の
結
果
電
気
シ
ョ
ッ
ク
は
行
わ
な
か
っ
た
。
救
急
車
で
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
搬
送
し
、
医
療
機
関
に
向
か
っ
た
。
心
肺
蘇
生
に
反
応
が
な
く
同
日
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
。
睡
眠
中
（
う
つ
ぶ
せ
寝
）
51
25
死
62
大
血
管
系
突
然
死
保
2
女
保
育
中
教
室
（
保
育
室
）
昼
食
後
の
午
睡
中
に
本
児
の
唇
が
青
白
く
な
っ
て
い
る
の
を
発
見
し
た
。
気
道
を
確
保
、
人
工
呼
吸
、
胸
骨
圧
迫
（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
を
施
行
し
た
。
救
急
隊
員
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
処
置
と
心
肺
蘇
生
を
行
い
、
病
院
に
搬
送
し
た
が
蘇
生
す
る
こ
と
な
く
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
。
睡
眠
中
52
25
死
63
窒
息
死
（
溺
死
以
外
）
幼
4
男
保
育
中
プ
ー
ル
準
備
運
動
後
、
シ
ャ
ワ
ー
に
よ
る
水
慣
れ
を
し
足
よ
り
ゆ
っ
く
り
入
水
、
洗
剤
の
空
き
容
器
を
利
用
し
た
水
鉄
砲
で
水
遊
び
を
し
て
い
る
状
況
を
担
任
が
目
視
で
確
認
し
た
。
数
分
後
、
プ
ー
ル
に
う
つ
伏
せ
で
浮
か
ん
で
い
る
状
態
で
発
見
さ
れ
た
。
す
ぐ
に
人
工
呼
吸
、
胸
骨
圧
迫
（
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）、
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
処
置
を
行
っ
た
。
病
院
に
搬
送
さ
れ
た
が
同
日
死
亡
し
た
。
プ
ー
ル
遊
び
63
近年の幼稚園・保育所における重大事故の特徴
N
o
記
号
死
亡
障
害
種
学
校
種
年
齢
性
別
場
合
発
生
場
所
発
生
状
況
キ
ー
ワ
ー
ド
（
注
）
53
26
死
48
大
血
管
系
突
然
死
保
0
男
保
育
中
教
室
（
保
育
室
）
午
睡
の
時
間
、
本
児
は
途
中
泣
い
て
起
き
た
り
し
な
が
ら
、
そ
の
都
度
保
育
士
が
再
入
眠
を
促
し
眠
っ
て
い
た
。
午
後
3
時
に
睡
眠
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
た
と
き
に
は
、
う
つ
伏
せ
の
状
態
の
ま
ま
寝
て
お
り
、
寝
息
や
顔
色
も
特
に
問
題
は
な
か
っ
た
が
、
午
後
3
時
10
分
に
保
育
士
が
本
児
を
起
こ
そ
う
と
両
脇
の
下
に
手
を
入
れ
抱
き
上
げ
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
本
児
の
身
体
に
力
が
入
っ
て
お
ら
ず
、
頭
が
下
が
っ
た
状
態
で
あ
っ
た
。
保
育
士
が
異
変
に
気
づ
き
顔
色
を
見
る
と
、
真
っ
青
で
心
肺
停
止
状
態
で
あ
っ
た
。
す
ぐ
に
心
肺
蘇
生
を
始
め
、
救
急
車
で
搬
送
、
新
生
児
IC
U
に
入
院
し
た
が
、
数
日
後
に
死
亡
し
た
。
睡
眠
中
（
う
つ
ぶ
せ
寝
）
54
26
死
49
頭
部
外
傷
幼
3
男
保
育
中
屋
上
家
族
参
観
日
に
屋
上
に
出
た
際
、
フ
ェ
ン
ス
に
立
て
か
け
て
あ
っ
た
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
子
ど
も
用
プ
ー
ル
に
よ
じ
登
っ
た
と
こ
ろ
、
プ
ー
ル
が
倒
れ
て
き
て
下
敷
き
に
な
り
、
頭
部
を
強
打
す
る
。
受
傷
後
、
す
ぐ
に
救
急
車
で
病
院
に
搬
送
、
手
術
を
受
け
入
院
治
療
を
続
け
て
い
た
が
、
数
十
日
後
に
死
亡
し
た
。
設
置
物
の
倒
壊
55
26
死
50
溺
死
保
5
男
保
育
中
河
川
園
外
の
川
遊
び
中
に
、
い
か
だ
が
転
覆
し
川
に
投
げ
だ
さ
れ
る
。
引
率
の
園
長
、
担
任
が
捜
索
し
た
が
発
見
で
き
ず
、
通
報
で
駆
け
つ
け
た
消
防
隊
員
の
捜
索
で
川
の
中
か
ら
発
見
さ
れ
る
。
発
見
後
す
ぐ
に
心
肺
蘇
生
を
施
し
、
病
院
に
搬
送
さ
れ
た
が
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
。
川
遊
び
56
26
死
51
頭
部
外
傷
保
5
女
通
学
中
道
路
自
転
車
の
う
し
ろ
に
本
児
が
乗
り
、
前
に
妹
が
乗
り
、
保
護
者
が
運
転
し
て
登
園
し
て
い
た
。
歩
道
（
道
路
側
）
を
走
っ
て
い
た
が
、
狭
か
っ
た
た
め
、
対
向
自
転
車
と
す
れ
違
う
際
、
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
転
倒
し
た
。
う
し
ろ
に
乗
っ
て
い
た
本
児
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
車
道
側
に
転
倒
し
、
踏
切
で
止
ま
っ
て
い
た
中
型
車
の
前
輪
と
後
輪
の
間
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
直
後
、
踏
切
が
開
き
動
き
出
し
た
車
に
ひ
か
れ
た
。
救
急
車
で
病
院
に
搬
送
さ
れ
る
も
、
死
亡
し
た
。
交
通
事
故
57
27
死
62
心
臓
系
突
然
死
保
1
女
保
育
中
教
室
（
保
育
室
）
登
園
時
検
温
36
.8
℃
。
お
や
つ
を
食
べ
、
会
に
参
加
す
る
。
 会
終
了
後
、
保
育
室
に
戻
り
検
温
す
る
と
38
.5
℃
。
母
親
に
お
迎
え
要
請
の
電
話
を
し
、
布
団
に
寝
か
せ
る
。
 1
2：
25
　
検
温
38
.1
℃
。
そ
の
後
、
下
向
き
に
な
っ
た
体
位
を
上
向
き
に
寝
か
せ
る
。
 1
3：
15
　
母
親
の
お
迎
え
時
に
唇
に
チ
ア
ノ
ー
ゼ
が
あ
り
、
11
9
番
通
報
す
る
。
救
急
搬
送
す
る
が
、
そ
の
後
死
亡
 確
認
さ
れ
た
。
睡
眠
中
58
27
死
63
窒
息
死
（
溺
死
以
外
）
保
4
男
保
育
中
屋
上
屋
上
に
設
置
し
て
あ
る
プ
ー
ル
（
水
深
23
～
25
cm
に
設
定
）
に
、
午
後
1
時
30
分
よ
り
14
名
、
午
後
1
時
45
分
よ
り
16
名
の
4
歳
児
が
入
水
し
た
。
準
備
体
操
、
シ
ャ
ワ
ー
、
腰
洗
い
槽
に
浸
か
っ
た
後
、
水
慣
れ
の
た
め
の
バ
タ
足
、
顔
つ
け
、
ワ
ニ
の
ポ
ー
ズ
な
ど
を
し
て
か
ら
、
自
由
遊
び
の
時
間
に
し
て
い
た
。
 そ
の
間
、
担
任
2
名
が
そ
れ
ぞ
れ
、
階
下
へ
カ
メ
ラ
を
取
り
に
行
っ
た
り
、
プ
ー
ル
横
で
プ
ー
ル
日
誌
に
必
要
事
項
を
記
入
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
き
、
本
児
が
仰
向
け
で
浮
い
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
 直
ち
に
救
急
救
命
処
置
を
し
、
病
院
に
搬
送
、
治
療
を
受
け
た
が
数
日
後
に
死
亡
し
た
。
プ
ー
ル
遊
び
注
）
発
生
状
況
の
記
述
を
も
と
に
，
事
故
の
状
況
を
示
す
象
徴
的
な
キ
ー
ワ
ー
ド
を
抽
出
し
た
。
表
4
の
「
死
亡
事
故
の
発
生
時
の
状
況
」
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。
